
○ 今後の人口減少や

年齢構成、市民のニ

ーズの変化などに

あわせて、公共施設

の総量や役割を見

直す。 

○ 行政だけでなく、市

民や民間事業者と

の協働により、市民

と行政が問題意識

の共有化を図り、公

共施設の運営・管理

をする。 

○ 施設のライフサイ

クルコスト注を把握

し、長寿命化や目的

が異なる施設の複

合化で、建て替え時

期を集中させない

ようにする。 

○ 維持管理コストの

財源となる、適正な

受益者負担に基づ

いた施設使用料の

料金体系を確立す

る。 

○ 復興計画及び総合

戦略などのまちづ

くりの方向性と連

動させることで、機

能的なまちづくり

をめざす。 

 

基本方針・基本計画の例 

注 ライフサイクルコストとは 
製品や構造物などの費用を、調達・製造、使用、廃棄の段階をトータルして考えたもの。その資産の生涯費用のこと。 


